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郷
土
の
芸
能

♪
ピ
ー
ヒ
ャ
ラ
ド
ン
ド
ン
♫

皆
さ
ん
の
地
域
で
は
祭
り
の
お
囃は

や

子し

が
聞
こ
え
て
き
ま
せ
ん
か
？

茂
原
市
で
は
現
在
、
左
上
表
の
郷
土
芸
能
保
存
団
体
が
あ
り
ま
す
。

今
年
の
茂
原
七
夕
ま
つ
り
「
郷
土
芸
能
発
表
会
」
で
演
じ
た
二
団
体
の

方
た
ち
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
、
伝
統
あ
る
芸
能
に
触
れ
て
み

ま
し
ょ
う
。

黒戸のひょっとこ

♪
お
神
輿
の
応
援
隊

お
囃
子
の
基
本
は
五
人
囃
子
。

こ
こ
で
は
長な

が
ど
う胴
太
鼓
・
締
太
鼓
・

笛
・
鉦か

ね

で
演
奏
さ
れ
ま
す
。

伝
承
の
た
め
、
音
符
で
は
な
く

「
曲
字
」
と
言
う
書
き
物
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

太
鼓
は
「
ド
ン
」「
テ
ン
」「
テ
ン

テ
ケ
ス
テ
テ
ン
」「
テ
ン
テ
ン
ス
ク
ス

ク
」
な
ど
で
叩
き
方
を
変
え
ま
す
。

笛
は
「
ト
ロ
ヒ
ャ
～
チ
ェ

ヒ
～
」「
チ
～
」「
ヒ
ャ
ラ
ヒ
ャ
ラ
」

な
ど
で
高
い
音
、
低
い
音
、
指
の

使
い
方
が
分
か
る
そ
う
で
す
。

あ
と
は
、
先
輩
か
ら
教
え
て
も

ら
う
だ
け
。
耳
で
覚
え
ま
す
。

特
に
笛
や
鉦
は
難
し
く
一
通
り

で
き
る
ま
で
に
７
～
８
年
か
か
る

そ
う
で
す
。

大
切
な
の
は
５
人
の
息
。
リ
ズ

ム
が
合
わ
な
い
と
う
ま
く
い
き
ま

せ
ん
。“
練
習
あ
る
の
み
”
と
。

「
お
客
さ
ん
が
楽
し
い
気
持
ち

に
な
れ
ば
良
い
。
お
祭
り
で
す
か

ら
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

（
上
永
吉
囃
子
保
存
会
）

…
…
◆
…
…

♪
若
き
獅
子
た
ち

お
囃
子
に
乗
っ
て
ま
ず
は

ひ
ょ
っ
と
こ
が
釣
り
竿
を
持
っ
て

登
場
。
ち
ょ
っ
ぴ
り
恥
ず
か
し
そ

う
な
女
子
生
徒
の
「
合
い
の
手
」

も
大
人
と
共
に
お
囃
子
を
一
層
盛

り
上
げ
ま
す
。

小
学
一
年
生
も
太
鼓
で
初
舞
台

に
臨
ん
で
い
ま
す
。

上
演
前
半
の
獅
子
舞
で
は
“
前

役
”
は
初
々
し
い
中
学
生
、“
後

ろ
役
”
は
高
校
生
が
演
じ
ま
す
。

後
半
で
は
こ
の
高
校
生
の
演
じ

る
“
前
役
”
は
、
年
配
者
の
“
後

ろ
役
”
と
息
を
合
わ
せ
て
舞
い
ま

す
。
細
や
か
で
力
強
い
動
作
は
、

ま
る
で
獅
子
が
生
き
て
い
る
よ
う

に
見
え
て
き
ま
す
。
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上永吉囃子保存会
　明治初年、旭進揚操派（きょくしんようそう
は）として継承したとされます。
　練習は毎週土曜日に１時間半～２時間。昭和
50年頃には30～40人の後継者がいましたが、
今は40～70歳代の10数人で頑張っています。
太鼓を経験して今は笛に移った方も。
　経験年数は３年位の人や、20～30年のベテ
ランもいます。

黒戸獅子連
　今から約200年位前に習い受けたのが始
まりと伝えられています。昭和30年前半
頃までは秋季祭礼時に当番の家の庭に舞台
を張り、獅子舞や獅子連による芝居も上演
されていました。
　後継者不足のため６年前、二宮小児童に
参加を募り、今では小学生から高校生まで
の20人も加わって練習に励んでいます。

茂原市郷土芸能等保存団体一覧（平成29年度）
立木囃子保存会 御船町囃子保存会

上永吉囃子保存会 本町橘囃子保存会

綱島囃子保存会 木崎獅子連

朝の出がけ保存会 下永吉平塚講中囃子連

黒戸獅子連 下永吉中谷囃子連

横原囃子連 茂原袖凧保存会

真先囃子連 鯛ちょうちん保存会

仲町組囃子保存会 粥米羯鼓舞保存会

下歯が上歯の内に入るのが特徴

上総獅子頭




